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平
成
26
年
９
月
よ
り
、
安

佐
南
区

園
で
陸
上
競
技
部
寮

（
仮
称
）
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。

平
成
27
年
３
月
25
日
の
竣
工
を

予
定
し
て
い
る
。

　

建
物
は
３
階
建
て
で
、
１
階

に
共
同
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、
食
堂
、
大

浴
場
な
ど
を
完
備
。
２
・
３
階

は
２
人
部
屋
20
室
を
設
け
、
合

計
40
名
ま
で

収
容
で
き
る

施
設
と
な

る
。

　

寮
の
建
設

計
画
は
、
平

成
24
年
５
月

に
陸
上
競
技

部
（
駅
伝
）

の
監
督
に
就

任
し
た
尾
方

剛
監
督
の
就

任
当
初
か
ら

の
強
い
希
望

で
実
現
し

た
。

　
「
日
々
の

ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
と
も

に
、
競
技
に

必
要
な
肉
体

を
作
る
食
生
活
の
管
理
も
選

手
に
と
っ
て
は
大
切
な
要
素
で

す
。
陸
上
競
技
部
に
は
一
人
暮

ら
し
を
し
て
い
る
学
生
も
多
い

た
め
、
寮
生
活
を
通
し
て
食
生

活
か
ら
改
善
し
、
強
い
フ
ィ
ジ

カ
ル
を
備
え
た
選
手
を
育
て
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
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興
動
館
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ロ
ジ
ェ
ク
ト 

平
成
２６
年
度
の
主
な
活
動
記
録

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
／
随
想

岡
本
ゼ
ミ
本
出
版
／
広
経
大 

三
大
祭
典

私
の
就
職
活
動
体
験
記

平
成
27
年
度
推
薦
入
試
結
果
報
告
／
学
生
募
集
要
項

　

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
平
成
23
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
。
平
成
26
年
度
に
は
全
年
次

が
揃
う
「
完
成
年
次
」
を
迎
え
、
来
春
に
は
い
よ
い
よ
第
一
期
生
が
社
会
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
く
。
こ
こ
で

は
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
４
年
次
生
の
就
職
内
定
状
況
と
学
生
た
ち
の
成
長
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
や
地
域
の
方
々

と
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
経
験
は
、
学
生
た
ち

を
大
き
く
成
長
さ
せ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

の
市
場
調
査
の
実
施
や
、
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
の

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
運
営
に

携
わ
る
な
ど
、
一
流
の
ス
ポ
ー

ツ
選
手
を
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ

ビ
ジ
ネ
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
直
接
触
れ

る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連

企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
個
別
研
修
、

ア
メ
リ
カ
で
の
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
研
修
旅

行
な
ど
に
も
、
学
生
た

ち
は
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る
。
一
期
生
を
は

じ
め
と
す
る
学
生
た
ち

の
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
は
、
企
業
か
ら
の
評

価
も
高
い
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
国
内

外
の
最
先
端
の
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

挑
戦
で
き
る
ほ
か
、
国

内
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
先

進
国
へ
の
視
察
も
豊
富

に
設
け
ら
れ
る
予
定
だ
。

　

学
び
の
魅
力

　

学
生
の
声

　

現
在
、プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
の

　

４
年
間
で
目
を

　

見
張
る
成
長

　

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
で
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
王
国
・
広
島
」
の

地
域
性
を
活
か
し
て
、
プ
ロ
ス

し
た
。（
岡
信
さ
ん
の
内
定
報

告
は
５
面
に
詳
し
く
掲
載
）

　

就
職
活
動

　

好
調
な
出
だ
し

　

平
成
23
年
４
月
の
ス
ポ
ー
ツ

経
営
学
科
開
設
か
ら
４
年
目
を

迎
え
、
４
年
次
生
か
ら
は
就
職

内
定
の
報
告
が
続
々
と
届
い
て

い
る
。
11
月
18
日
の
時
点
で
、

就
職
活
動
に
取
り
組
む
50
名
の

う
ち
、
48
名
は
内
定
を
得
て
い

る
。ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業
に
は
、

（
株
）
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、（
株
）

ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
（
サ
ッ

カ
ー
・
野
球
ス
ク
ー
ル
運
営
）、

（
株
）
ム
ラ
ヤ
マ
（
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
）、（
株
）
あ

さ
ひ
な
ど
へ
内
定
し
て
い
る
ほ

か
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
道
へ
進
む

学
生
も
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
開
設
４
年
目
の
成
果

一
期
生
喜
び
の
内
定
報
告

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

て
い
る
矢
上
永
恵
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年
・
広
島

県
／
安
古
市
高
校
出
身
）
に
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
で
の
学
び
の

魅
力
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
「
２
年
次
生
か
ら
積
極
的
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
広
告
代
理
店
で
ス
ポ

ン
サ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
学

び
、
沖
縄
県
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
チ
ー
ム
で
興
行
の
サ
ポ
ー
ト

も
経
験
し
、現
在
は
広
島
サ
ン
・

ス
タ
ー
ズ
で
広
報
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実

践
的
な
学
び
が
魅
力
で
す
。
将

来
は
、
子
ど
も
た
ち
が
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
安
全
に
楽
し

め
て
、
プ
ロ
の
試
合
を
気
軽
に

観
戦
で
き
る
環
境
を
広
島
に
作

り
た
い
と
い
う
、
大
き
な
目
標

が
で
き
ま
し
た
」
と
い
き
い
き

と
し
た
表
情
で
語
っ
た
。

　

ま
た
、
同
学
科
へ
進
学
し
た

岡
信
衿
香
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
経

営
学
科
４
年
・
広
島
県
／
広
島

皆
実
高
校
出
身
）
は
、
中
学
生

の
頃
か
ら
プ
ロ
野
球
の
球
団
職

員
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
持

ち
、（
株
）
広
島
東
洋
カ
ー
プ

へ
の
内
定
を
獲
得
し
た
。

　
「
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ク
ラ
ブ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
運
営
に
携
わ
っ
た

こ
と
や
、
プ
ロ
野
球
球
団
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
験
が

夢
に
近
づ
く
大
き
な
力
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

スポーツ経営学科教員とキャリアセンター連携による就職活動出陣式。1 期生サポートの一環

スポーツ経営学科、来春一期生卒業

尾
方
監
督
の

想
い
を
聞
く

陸上競技部寮（仮称）( 平成 27 年 3 月完成予定 )

陸
上
競
技
部
寮（
仮
称
）着
工（
来
春
３
月
25
日
完
成
予
定
）

の
一
般
企
業
で
は
、（
株
）
広

島
銀
行
、（
株
）
伊
予
銀
行
、

九
州
旅
客
鉄
道
（
株
）、
日
新

製
鋼
（
株
）、
中
国
木
材
（
株
）

な
ど
へ
の
内
定
の
報
告
が
届
い

て
い
る
。
経
済
学
や
経
営
学
も

学
べ
る
同
学
科
の
強
み
で
公
務

全
国
大
会
で
入
賞
で
き
る
チ
ー

ム
を
学
生
と
一
緒
に
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
尾
方
監
督
は
熱
く

語
っ
た
。

　

陸
上
競
技
部
は
、
９
月
に
開

催
さ
れ
た
「
第
46
回
全
日
本
大

学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会　

中

国
四
国
地
区
予
選
会
」
で
１
位

　
「
打
て
る
球
は
全
部
打
ち
に

い
く
」
と
い
う
積
極
打
法
で
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
日
本
一
に
貢
献

し
た
柳
田
悠
岐
選
手
（
経
営
学

科　

平
成
23
年
３
月
卒
業
）。

　

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
に

て
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
か
ら
２
位

で
指
名
。
福

岡
で
の
愛
称

は
「
ギ
ー

タ
」。
プ
ロ

入
り
４
年
目

に
し
て
オ
ー

ル
ス
タ
ー

ゲ
ー
ム
に
初

選
出
さ
れ
Ｍ

Ｖ
Ｐ
を
獲

得
。
更
に
は

日
本
シ
リ
ー

ズ
優
勝
を
果

た
し
外
野
手

部
門
で
ゴ
ー

を
獲
得
し
、
７
大
会
ぶ
り
18
回

目
の
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し

た
。
今
後
の
目
標
は
、
全
国
大

会
で
の
競
争
力
の
強
化
だ
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
集
中
で
き
る
環

境
を
整
え
、
全
国
で
活
躍
で
き

る
強
い
チ
ー
ム
を
め
ざ
す
。

ル
デ
ン
グ
ラ
ブ
賞
・
ベ
ス
ト
ナ

イ
ン
を
受
賞
し
、
そ
の
活
躍
が

認
め
ら
れ
侍
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て

日
本
を
代
表
す
る
プ
ロ
野
球
選

手
と
な
っ
た
。
経
大
の
誇
り

「
ギ
ー
タ
」
の
今
後
益
々
の
活

躍
を
期
待
す
る
。

本学卒業生
福岡ソフトバンクホークス 

柳田悠岐選手 大活躍
本学卒業生

福岡ソフトバンクホークス 

柳田悠岐選手 大活躍

柳田悠岐選手　(C)SoftBank HAWKS

員
を
め
ざ
す
学
生
も
多
く
、
う

ち
６
名
が
採
用
試
験
に
合
格

し
、
消
防
吏
員
、
警
察
官
と
な

る
。

　

同
学
科
で
は
先
輩
が
い
な
い

こ
と
で
就
職
に
対
す
る
不
安
を

感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
の
教
員
が
「
就
職

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上

げ
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
関
連

企
業
な
ど
の
情
報
収
集
・
提
供

に
努
め
て
き
た
こ
と
も
、
好
調

な
成
果
の
後
押
し
と
な
っ
た
よ

う
だ
。
こ
う
し
た
経
験
を
、
２

期
生
以
降
の
よ
り
よ
い
就
職
サ

ポ
ー
ト
へ
つ
な
い
で
い
け
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
教
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
学
生
を
支
え
て
い

く
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

　
　

第
７
回
大
会
開
催

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
会
第
７
回
大
会
が
11
月
29

日
（
土
）・
30
（
日
）
の
２
日

間
約
１
５
０
名
の
参
加
者
を
迎

え
本
学
で
開
催
さ
れ
た
。
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ

が
地
域
を
ひ
ら
く
」
を
掲
げ
、

１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
約
25

名
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
、
受
付

や
会
場
の
運
営
、
記
録
係
な
ど

と
し
て
関
わ
っ
た
。

　

ま
た
学
会
大
会
の
前
日
の
28

日
（
金
）
の
午
後
に
は
、
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
本

学
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
で
行

わ
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

は
、
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
の
学

生
ス
タ
ッ
フ
が
企
画
・
運
営
し

た
フ
ッ
ト
サ
ル
交
流
会
を
開
催

し
た
。

　

完
成
年
次
を
迎
え
た
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
に
お
い
て
は
、
ひ

と
つ
の
節
目
と

な
る
も
の
と
し

て
成
功
裡
に
終

了
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
平
成

24
年
秋
に
も
日

本
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
学
会
第
14
回

大
会
を
学
内
で

開
催
し
て
お
り
、

学
生
に
と
っ
て

は
、
ス
ポ
ー
ツ

学
を
幅
広
く
学

ぶ
良
い
機
会
と

な
っ
た
。

特別講演をされた宮本恒靖氏（元サッカー日本代表：
左から 4 人目）と受付担当の学生スタッフ
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と
が
評
価
さ
れ
た
。

　
「
子
ど
も
達
を
守
ろ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
リ
ー
ダ
ー
の
藤
川

佳
紀
さ
ん
（
経
済
学
科
３
年
・

東
京
都
／
東
京
高
校
出
身
）は
、

「
自
分
た
ち
の
活
動
が
広
島
市

か
ら
認
め
ら
れ
て
嬉
し
い
で

す
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

現
行
列
」
に
参
加
し
た
。
日
韓

交
流
の
取
り
組
み
は
、
平
成
24

　

若
旅
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
山
口
県
の
企
業
と
観
光
地

を
巡
る
「
若
旅
ｉ
ｎ
山
口
」

や
、
福
井
県
の
魅
力
を
発
見

し
旅
行
会
社
に
ツ
ア
ー
企
画

を
提
案
す
る
「
北
陸
カ
レ
ッ

ジ
」
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
、
10
月
に
は
「
日
韓
交

流
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
広
島

で
韓
国
の
学
生
と
と
も
に
朝

鮮
通
信
使
の
歴
史
を
学
び
、

呉
市
下
蒲
刈
町
で
開
催
さ
れ

た
お
祭
り
「
朝
鮮
通
信
使
再

　

広
島
市
と
ハ
ワ
イ
州
・
ホ
ノ

ル
ル
市
は
姉
妹
都
市
で
あ
り
、

広
島
県
内
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
多
く

の
人
が
移
民
と
し
て
渡
っ
た
歴

史
が
あ
る
。こ
う
し
た
歴
史
や
、

互
い
の
文
化
を
若
者
世
代
に
伝

え
友
好
関
係
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
、
広
島
ハ
ワ
イ
文
化
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
目
的

で
あ
る
。

　

９
月
に
は
５
名
の
学
生
が
ハ

ワ
イ
島
で
の
活
動
に
取
り
組
ん

だ
。
現
地
で
は
、
２
泊
３
日
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
た
ほ

か
、
ハ
ワ
イ
で
活
躍
す
る
広
島

県
出
身
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
現
地
の
高
校
生
た
ち
に
日
本

文
化
を
紹
介
す
る
授
業
な
ど
を

行
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
る
香
川
和
明
さ
ん
（
経

済
学
科
３
年
・
広
島
県
／
可
部

ス
テ
ィ
バ
ル
は
大
成
功
で
し

た
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
な
か

か
ら
、
い
つ
か
テ
ヌ
ン
ル
ー

リ
ッ
ク
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
後

継
者
が
誕
生
し
て
く
れ
た
ら
嬉

し
い
で
す
」と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

今
後
は
さ
ら
に
商
品
の
種
類

を
増
や
し
、
商
品
の
展
示
・
販

売
を
継
続
的
に
行
え
る
場
所
を

国
内
外
で
広
げ
て
い
く
予
定

だ
。

し
日
本
文
化
紹
介
と
商
品
の
広

報
を
行
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
和
田
陵
平
さ
ん

（
経
営
学
科
３
年
・

広
島
県
／
高
陽
高

校
出
身
）
は
、「
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は

テ
ヌ
ン
ル
ー
リ
ッ

ク
の
さ
ま
ざ
ま
な

使
い
方
を
紹
介
し

ま
し
た
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
多

く
の
方
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
、
フ
ェ

高
校
出
身
）
は
、「
ハ

ワ
イ
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
は
と
て
も
行
動

力
に
溢
れ
、
周
囲
の
人

を
巻
き
込
ん
で
楽
し
み

な
が
ら
も
の
ご
と
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
彼
ら
の

姿
を
日
本
の
学
生
に
も

伝
え
た
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
現
地
で
の
体
験

を
振
り
返
っ
た
。

　

今
回
の
活
動
の
様
子

は
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
て
お
り
、

１
５
０
名
、
他
大
学

55
名
に
の
ぼ
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
窓

口
の
設
置
を
推
進
し
た
柾
本

伸
悦
准
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
経

営
学
科
／
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
セ
ン
タ
ー
長
）
は
、「
多

く
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
、
現
場
で
は
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
作
業
指
示
を

出
す
な
ど
の
役
割
を
積
極
的

に
担
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼

ら
の
姿
に
、
本
学
が
目
指
す

『
興
動
人
』
の
育
成
へ
の
大
き

な
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
」

と
熱
く
語
っ
た
。

　

災
害
発
生
直
後
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た

立
山
大
貴
さ
ん
（
経
営
学
科

３
年
・
広
島
県
／
三
次
青
陵

　

興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｆ

Ｍ
ハ
ム
ス
タ
ー
」
は
早
期
か
ら

ラ
ジ
オ
で
の
「
情
報
発
信
」
に

取
り
組
ん
だ
。

　

副
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
上
崎
大

地
さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
１
年
・
広
島
県
／
広
島
可

部
高
校
出
身
）
は
、「
全
国
メ

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
平
成
20
年
よ

り
「
戦
後
日
本
の
復
興
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
ク
メ
ー
ル
語
の

副
読
本
の
作
成
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
今
年
度
は
こ
の
副
読
本

の
改
訂
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

平
成
26
年
９
月
に
は
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
５
つ
の
州
で
小
学
校

や
教
員
養
成
学
校
を
訪
問
し
、

副
読
本
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
、
手

洗
い
・
歯
磨
き
な
ど
の
衛
生
教

育
の
実
践
指
導
、
日
本
で
寄
付

を
募
っ
た
文
房
具
の
配
付
な
ど

を
行
っ
た
。
な
か
で
も
副
読
本

へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、
現

地
の
教
員
か
ら
「
日
本
の
戦
後

か
ら
の
復
興
過
程
（
特
に
教

育
分
野
）
に
つ
い
て
も
っ
と
詳

し
く
知
り
た
い
」「
現
在
の
副

読
本
は
子
ど
も
が
一
人
で
読
む

に
は
内
容
が
難
し
い
」「
学
校

に
行
く
必
要
性
を
伝
え
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
と

い
う
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
家

の
手
伝
い
を
す
る
た
め
に
学
校

に
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
も
少
な
く

な
い
。
そ
の
た
め
、

教
育
の
必
要
性
を

保
護
者
に
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
も

重
要
だ
と
い
う
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
今
原
佳
南
さ

ん
（
メ
デ
ィ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
３
年
・

鹿
児
島
県
／
錦
江

湾
高
校
出
身
）
は
、「
教
員
養

成
学
校
の
方
に
も
副
読
本
を
配

付
し
た
と
こ
ろ
、
教
育
実
習
で

使
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。
今
後
は
さ

ら
に
現
地
の
方
々
と
の
連
携
を

強
化
し
、
副
読
本
の
改
訂
と
低

学
年
用
副
読
本
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
暮
ら
し
や
文
化
、
教
育
の

現
状
に
つ
い
て
も
日
本
で
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
熱
意
を

語
っ
た
。

平
成
26
年
度
の
主
な
活
動
記
録

　

今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
国
内
外
で
の
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
、
ハ
ワ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
現
地
活
動
に
臨

ん
だ
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
す
る
。

カンボジアの小学校で授業をするリーダー今原さん

ク
メ
ー
ル
語
の
副
読
本
で

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
よ
り
よ
い
教
育
を

中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
で

植
林
活
動
に
意
欲

　

平
成
26
年
８
月
25
日
か
ら
30

日
ま
で
、
中
国
植
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
学
生
６
名
が
中
国
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
カ
ン
チ
カ
で
植

林
活
動
を
行
っ
た
。
現
地
で
の

活
動
は
今
回
で
８
度
目
と
な

る
。
５
年
前
に
新
た
に
作
り
、

地
元
の
村
民
と
共
同
管
理
し
て

い
る
「
広
島
経
済
大
学
の
森
」

に
、
モ
ン
ゴ
ル
松
１
０
０
本
、

ポ
プ
ラ
50
本

を
植
え
た
ほ

か
、
こ
れ
ま

で
に
植
え
た

苗
木
の
成
長

率
な
ど
も
調

査
し
た
。

　

現
地
で
の

活
動
に
取
り

組
ん
だ
出
原

優
紀
さ
ん

（
経
済
学
科

３
年
・
広
島

県
／
向
原
高

校
出
身
）
は
「
昨
年
植
え
た
モ

ン
ゴ
ル
松
は
約
８
割
が
順
調
に

成
長
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

ポ
プ
ラ
は
約
２
割
し
か
残
っ
て

お
ら
ず
、
今
後
は
苗
木
の
変
更

も
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
現
地
の
状
況
を
語
っ
た
。

　

現
地
で
は
植
林
の
他
に
も
、

内
モ
ン
ゴ
ル
民
族
大
学
の
学
生

と
意
見
交
換
・
交
流
を
行
っ
た
。

　
「
内
モ
ン
ゴ
ル
民
族
大
学
で

は
日
本
語
学
科
の
学
生
と
交
流

し
、
会
話
も
は
ず
ん
で
す
ぐ
に

打
ち
解
け

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

は
、
植
林

活
動
や
現

地
で
の
定

期
的
な
森

の
調
査
に

協
力
し
て

も
ら
う
な

ど
、
さ
ら

に
連
携
を

図
っ
て
い

き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
出
原
さ

ん
は
今
後
へ
の
意
欲
を
語
っ

た
。

苗木を植樹する学生たち

土
砂
災
害
で
も
発
揮
さ
れ
た
人
間
力

　

平
成
26
年
８
月
に
発
生
し
た
広
島
市
北
部
の
土
砂
災
害
に
お
い
て
、
本
学
の
学
生
た
ち
が

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
活
動
の
様
子
を
伝
え
る

興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ラ
ジ
オ
で
伝
え
た
被
災
現
場
の
「
今
」

　

平
成
26
年
８
月
20
日
に
安
佐

南
区
お
よ
び
安
佐
北
区
で
発
生

し
た
土
砂
災
害
の
復
旧
支
援
と

し
て
、
本
学
で
は
８
月
23
日
か

ら
学
生
や
教
職
員
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
安
佐

南
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
派
遣
し
た
。
ま
た
、
９

月
１
日
か
ら
は
学
内
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
付
窓
口
を
設
置
し
、

よ
り
多
く
の
学
生
に
よ
り
安
全

に
か
つ
効
率
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
従
事
し
て
も
ら
え
る
よ
う

組
織
化
。個
人
ま
た
は
団
体（
ク

ラ
ブ
、
ゼ
ミ
な
ど
）
に
対
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
・
受
付

を
開
始
。
２
日
か
ら
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手
が
行
き
届
い
て

い
な
か
っ
た

園
、
山
本
、
長

束
、
大
町
と
い
っ
た
大
学
周
辺

エ
リ
ア
や
緑
井
に
あ
る
「
権
現

山
緑
井
毘
沙
門
天
」
の
境
内
で

の
土
砂
撤
去
作
業
に
取
り
組
ん

だ
。

　

活
動
期
間
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
付
窓
口
の
設
置
か
ら
20
日
間

に
お
よ
び
、
参
加
者
数
は
学
生

が
延
べ
３
２
７
名
、
教
職
員

地域の方々と共に作業する
ボランティア学生たち

迅
速
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
派
遣
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
窓
口
開
設

土砂災害の現場を取材する学生たち

デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
て
い
な
い

場
所
や
地
域
の
被
害
状
況
な
ど

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ら
し

く
情
報
発
信
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
最
初
、
被
災
し
た
方
々
の

気
持
ち
を
思
う
と
、
被
災
地
で

の
取
材
活
動
に
悩
む
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。し
か
し
、「
ラ
ジ
オ
」

と
い
う
手
段
を
使
い
被
災
さ
れ

た
方
々
の
求
め
て
い
る
情
報
を

発
信
し
、
不
安
な
気
持
ち
を
少

し
で
も
軽
く
す
る
お
手
伝
い
が

自
分
た
ち
Ｆ
Ｍ
ハ
ム
ス
タ
ー
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
感
じ
、
真

摯
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

表彰状を手にする
リーダー藤川佳紀さん

広
島
市
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
功
労
表
彰
受
賞

　

11
月
５
日
、広
島
市
「
安
全
・

安
心
」
市
民
の
集
い
に
お
い

て
、「
子
ど
も
達
を
守
ろ
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
『
広
島
市
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
功
労
表
彰
』

を
受
賞
し
た
。

　

大
学
近
隣
の
広
島
市
立

園

小
学
校
で
実
施
し
て
い
る
ガ
ー

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
下
校
サ

ポ
ー
ト
を
中

心
と
し
た
防

犯
活
動
を
、

９
年
間
に
わ

た
り
毎
日
継

続
的
に
実
施

し
て
い
る
こ

ハ
ワ
イ
と
広
島
を
つ
な
ぐ

歴
史
を
学
び
、
伝
え
る

特産品テヌンルーリックの理解を深めるための
クイズで盛り上がる子どもたち

日本の文化を紹介する授業の様子
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
的
な
織
物
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発

子
ど
も
達
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

今
後
は
「
創
ろ
う
！
私
た
ち
の

授
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
共
同

で
開
発
し
た
広
島
と
ハ
ワ
イ
に

関
す
る
興
動
館
科
目
の
教
材
に

活
か
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
際
貢
献
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
貧
困
地
域

に
住
む
人
々
の
生
活
向
上
へ
の

貢
献
」
を
目
指
し
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ガ
ジ
ャ
・
マ
ダ
大
学
と

連
携
し
て

＊

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

活
動
（
＊
特
産
品
を
使
っ
た
商

品
開
発
を
し
、
公
正
な
価
格
で

買
い
付
け
、
販
売
す
る
活
動
）

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
と
し
て
、
そ
の
地
域

で
織
ら
れ
る
伝
統
的
な
布
「
テ

ヌ
ン
ル
ー
リ
ッ
ク
」
を
使
用
し

た
ポ
ー
チ
な
ど
を
開
発
し
て
お

り
、
平
成
26
年
９
月
に
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催 ステージでダンスを披露する学生たち

年
か
ら
始
ま
り
今
年
で
３
年
目

と
な
っ
た
。

　

企
画
に
携
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
土
橋

健
二
さ
ん
（
経
済
学
科
２
年
・

広
島
県
／
可
部
高
校
出
身
）は
、

「
韓
国
の
学
生
を
広
島
に
招
い

て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
の
は

今
回
が
初
め
て
で
し
た
。
準
備

に
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
参
加

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

の
笑
顔
を
見
て
、
大
き
な
達
成

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

今
後
は
、「
朝
鮮
通
信
使
を

巡
る
旅
」の
韓
国
で
の
開
催
や
、

他
府
県
の
学
生
と
広
島
で
交
流

す
る
ツ
ア
ー
な
ど
も
構
想
中
だ

と
い
う
。

高
校
出
身
）
は
、「
体
力
が
必

要
な
土
砂
撤
去
作
業
で
は
、
限

ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
効
率
よ

く
作
業
を
進
め
る
た
め
の
段
取

り
を
考
え
、
現
場
で
的
確
に
指

示
を
出
せ
る
よ
う
に
努
め
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
と
接
す
る
な

か
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
」
と
今
回
の
経
験
を
振
り

返
っ
た
。

作業前のミーティングで各現場の
ニーズを聞き出す柾本准教授

広島土砂災害に対する
義援金を

中国新聞社会事業団へ寄付
　平成 26 年８月 20 日　広島市において
発生した土砂災害により被災されました
方々には心よりお見舞い申し上げます。

　本学では、広島県大規模土砂災害に際し、
学生・教職員・同窓生を対象に義援金を募り、
９月 12 日（金）に中国新聞社会事業団に計
348,901 円を手渡した。
義援金のうちには、仙台フィルハーモニー管
弦楽団メンバーから届けられた６万円が含ま
れる。（３年前に開催された、本学主催の東
日本大震災チャリティコンサート出演メン
バーからの寄付）

中国新聞社会事業団へ義援金を寄付

「
若
旅
in
山
口
」「
北
陸
カ
レ
ッ
ジ
」に
達
成
感

若
旅
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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参
加
し
た
原
田
崇
さ
ん
（
経

済
学
科
３
年
・
山
口
県
／
防
府

西
高
校
出
身
）
は
、「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
は
、
単
に
人
を
引
っ

張
る
こ
と
で
は
な
く
、
仲
間
の

長
所
を
伸
ば
し
、
お
互
い
支
え

合
う
な
ど
、
自
分
の
力
を
集
団

　

平
成
26
年
９
月
９
日
か
ら
11

日
ま
で
の
３
日
間
、「
学
生
リ
ー

ダ
ー
ズ
・
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

in
愛
媛
」
に
本
学
学
生
９
名
が

参
加
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
野

外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
変
化
す
る
状
況
へ
の
対
応

力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
磨
い

た
。

も
考
え
て
い
る
こ
と
を
発
表
し

た
。

　

今
回
、
注
目
す
べ
き
新
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
提
案
の
一
つ
に
、
各

大
学
の
持
つ
既
存
の
サ
マ
ー
・

ス
ク
ー
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
連

携
・
交
流
企
画
す
る
と
い
う
世

界
で
は
例
の
な
い
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｓ

独
自
の
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
試
み
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
３

つ
の
既
存
の
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー

ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
連
携
し
、

３
つ
の
異
な
る
国
で
続
け
て
勉

強
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
あ

る
。
具
体
的
な
企
画
は
来
年
の

総
会
で
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

そ
の
他
に
も
、
教
員
交
流

促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

NIBES Faculty Teams

と

い
う
数
名
で
構
成
す
る
教
員

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
国
際
化
の
た
め
の
特
定

科
目
（
例
え
ば
、“Business 

Cultures in Asia

”）
に
つ
い

て
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
に
依
頼
が
あ
れ

ば
、
教
員
チ
ー
ム
（
韓
国
、
日

　

教
育
に
携
わ
る
仕
事
に
就

い
て
30
余
年
、
こ
の
活
動
は
ど

こ
ま
で
も
奥
深
く
、
正
解
が
分

か
り
に
く
い
。
し
か
も
教
育
は

教
室
や
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る

も
の
に
留
ま
ら
な
い
の
で
限
り

が
な
い
。
さ
ら
に
教
育
の
成
果

は
、
ど
れ
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う

に
活
き
て
く
る
の
か
分
か
り
に

く
い
だ
け
に
も
ど
か
し
さ
も
感

じ
る
。
し
か
し
人
を
育
て
る
仕

事
に
は
こ
の
世
界
な
ら
で
は
の

発
見
や
、
他
で
は
味
わ
え
な
い

無
上
の
喜
び
も
あ
る
。

　

学
生
と
接
し
て
い
る
と
己
の

視
野
の
狭
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
学

生
が
他
人
に
は
言
い
に
く
い
重

荷
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
卒
業

後
に
知
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ

を
知
ら
ず
に
接
し
て
来
た
己
の

行
動
が
恥
ず
か
し
く
な
る
。
ま

た
、
平
素
は
頼
り
な
げ
に
見
え

て
い
た
学
生
が
、
ゼ
ミ
旅
行
な

ど
の
旅
先
で
思
い
も
か
け
ぬ
心

の
深
み
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
は
思
わ

ず
見
直
し
て
し
ま
う
。
面
白
い

の
は
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
の
発
見

だ
。教
室
で
は
静
か
な
学
生
が
、

い
つ
も
と
は
全
く
別
人
の
よ
う

な
活
き
活
き
と
し
た
姿
を
見
せ

る
と
き
は
、
人
の
能
力
の
幅
広

さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
教
師
は

つ
い
つ
い
学
業
成
績
の
良
し
悪

し
の
み
で
人
間
を
評
価
し
が
ち

だ
が
、
彼
ら
は
わ
れ
わ
れ
に
は

無
い
実
に
多
様
な
能
力
を
備
え

て
い
る
。
こ
れ
に
気
づ
い
た
と

き
に
は
、
人
生
を
単
線
的
に
決

め
つ
け
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を

し
み
じ
み
と
考
え
る
。

　

人
を
相
手
の
仕
事
に
は
し
ん

ど
さ
も
少
な
く
は
な
い
が
、
学

生
と
接
す
る
中
で
味
わ
え
る
喜

び
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
些

細
な
こ
と
で
は
、
学
生
が
自
発

的
に
板
書
を
消
し
て
く
れ
た
と

き
、
信
頼
感
の
芽
生
え
を
感
じ

る
。
ま
た
、
学
生
か
ら
学
業
以

外
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
問
題
の

相
談
を
受
け
た
と
き
に
は
信
頼

感
が
深
ま
っ
た
か
な
と
嬉
し
く

な
る
。
度
々
あ
る
こ
と
で
は
な

い
が
、
教
室
で
全
て
の
受
講
生

が
シ
ー
ン
と
し
て
、
引
き
込
ま

れ
る
よ
う
に
こ
ち
ら
の
話
に
聞

き
入
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
と

き
は
実
に
気
持
ち
が
良
い
。
さ

ら
に
、
ゼ
ミ
合
宿
な
ど
で
上
級

生
や
Ｏ
Ｂ
が
下
級
生
を
指
導
す

る
姿
を
見
る
の
も
嬉
し
い
も
の

だ
。

　

卒
業
後
の
つ
な
が
り
は
さ
ら

に
味
わ
い
深
い
。
教
え
子
が
ふ

と
思
い
が
け
ず
に
訪
ね
て
く
れ

た
と
き
に
は
感
動
す
る
。
ケ
ー

キ
な
ど
持
っ
て
く
る
と
な
お
嬉

し
い
。
結
婚
式
に
呼
ば
れ
た
と

き
に
は
人
生
の
華
や
ぎ
と
人
の

成
長
を
実
感
す
る
。
そ
し
て
子

供
を
連
れ
て
夫
婦
で
拙
宅
を
訪

ね
て
く
れ
よ
う
も
の
な
ら
、
も

う
お
祖
父
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
よ

う
な
気
分
で
感
激
し
て
し
ま

う
。
小
生
が
還
暦
を
迎
え
た
と

き
に
、
卒
業
生
が
数
十
人
各
地

か
ら
集
ま
っ
て
お
祝
い
を
し
て

く
れ
た
。
こ
れ
は
何
も
の
に
も

代
え
難
い
人
生
の
宝
物
と
な
っ

た
。
多
く
の
若
者
に
出
会
え
る

人
生
は
実
に
有
り
難
く
、
驚
き

と
感
動
に
満
ち
て
い
る
。

（
教
授　

組
織
管
理
論
、
ビ
ジ

ネ
ス
概
論
、ビ
ジ
ネ
ス
と
戦
略
、

研
究
指
導
ほ
か
）

「
教
育
の
喜
び
と
奥
深
さ
」

　

平
成
26
年
度
保
護
者
会
秋
季

役
員
会
が
、
出
野
保
護
者
会
会

長
を
は
じ
め
66
名（
内
保
護
者
・

顧
問
37
名
）
の
出
席
の
も
と
、

11
月
25
日
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
役
員
会
は
、
保
護
者
会
規
約

第
11
条
に
よ
り
、
保
護
者
会
総

保
護
者
会
秋
季
役
員
会
開
催

会
の
代
行
と
な
る
も
の
で
あ

る
。

　

役
員
会
で
は
、
出
野
会
長
、

石
田
理
事
長
（
名
誉
会
長
）
の

挨
拶
に
続
き
、
前
川
学
長
（
名

誉
会
長
）
か
ら
教
育
改
革
の
代

表
的
な
も
の
と
し
て
、
平
成
27

年
度
入
学
生
よ
り
英
語
教
育
に

力
を
入
れ
、
毎
日
英
語
授
業
を

行
う
こ
と
で
学
生
の
質
を
高
め

て
い
き
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ

た
。
続
い
て
、
柳
川
学
務
セ
ン

タ
ー
部
長
か
ら
、
再
試
験
、
進

級
制
度
等
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

に
つ
い
て
、
ま
た
学
生
諸
活
動

に
つ
い
て
の
報
告
。
沖
胡
教

育
・
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
課
長

保護者会秋季役員会の様子

平
成
26
年
度

前
期
学
位
記
授
与
式
挙
行

る
中
、
一
人
ひ
と
り
学
長
か
ら

学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

前
川
功
一
学
長
は
「
い
く
ら

優
良
企
業
で
あ
っ
て
も
利
益
を

追
求
す
る
だ
け
の
企
業
は
尊
敬

も
感
謝
も
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

個
人
レ
ベ
ル
で
は
、
高
学
歴
で

成
績
優
秀
と
い
う
だ
け
で
は

人
々
か
ら
尊
敬
も
感
謝
も
さ
れ

な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
は

企
業
も
個
人
も
ど
れ
だ
け
世
の

た
め
、
人
の
た
め
に
貢
献
を
し

た
か
に
よ
っ
て
、
評
価
さ
れ
る

社
会
に
向
か
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
私
は
皆
さ
ん
が
社
会
に

出
て
か
ら
も
、
人
か
ら
感
謝
さ

れ
る
よ
う
な
仕
事
に
従
事
す

る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
皆
さ
ん
自

身
も
大
き
く
成
長
す
る
と
思
い

ま
す
」
と
激
励
し
た
。

　

卒
業
生
た
ち
は
新
た
な
門
出

の
祝
福
を
受
け
、
式
は
緊
張
の

中
に
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

学位記を授与される卒業生

　

去
る
平
成
26
年
９
月
25
日
、

前
期
学
位
記
授
与
式
が
、
本
学

大
会
議
室
に
お
い
て
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
た
。

　

晴
れ
て
卒
業
の
日
を
迎
え
た

の
は
経
済
学
部
生
74
名
（
経
済

学
科
28
名
、
経
営
学
科
26
名
、

国
際
地
域
経
済
学
科
４
名
、
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
６
名
、
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
10
名
）

で
、
教
職
員
と
保
護
者
が
見
守

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
実
社
会
に
触
れ
、
貴
重
な
体
験
や
経
験
を
積
み
、
新
た
な
目

標
を
持
っ
た
学
生
た
ち
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

挑
戦
と
成
長
の
日
々

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告

学
の
学
生
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
リ
ー
ダ
ー
に
立
候
補
す

る
な
ど
、
積
極
的
に
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
、“
人

と
の
つ
な
が
り
が
大
事
”
だ
と

い
う
銀
行
業
務
以
外
の
こ
と
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
１
年
後
の

就
職
活
動
に
役
立
つ
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

　

私
は
以
前
か
ら
銀
行
の
仕
事

に
興
味
が
あ
り
、
お
金
の
貸
し

借
り
以
外
に
ど
の
よ
う
な
業
務

が
あ
る
の
か
銀
行
の
内
側
を
自

分
自
身
の
目
で
見
て
み
た
い
と

思
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
参
加
動
機
の
一
つ
で
あ

る
銀
行
業
務
の
内
側
を
知
る
体

験
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
端
末

を
使
っ
た
通
帳
作
り
や
、
窓
口

業
務
の
模
擬
体
験
を
し
、
仕
事

へ
の
興
味
を
よ
り
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
他
大

研
修
先
／�

株
式
会
社�

広
島
銀
行

研
修
で
就
活
へ
の

意
識
を
高
め
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ（
国
内
）

八天堂工場内の様子

　

私
は
、
将
来
、
水
泳
に
関
わ

る
職
に
就
き
た
い
と
い
う
高
校

生
の
頃
か
ら
の
目
標
が
あ
り
ま

す
。
今
の
自
分
に
足
り
な
い
も

の
は
何
か
、
今
後
ど
う
取
り
組

研
修
先
／�

公
益
財
団
法
人
広
島
市

ス
ポ
ー
ツ
協
会スポーツ経営学科２年

森川　勝矢さん
広島県／広島観音高校出身

め
ざ
す
業
界
で

業
務
を
体
験

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
Ⅱ

Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｓ

　

平
成
26
年
度
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｓ*

年
次
総
会
は
６
月
29
日
か
ら
７

月
１
日
の
間
、
モ
ス
ク
ワ
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
10
カ
国
の

代
表
が
参
加
し
、
新
た
に
フ
ン

ダ
サ
ウ
・
グ
テ
ュ
リ
オ
・
バ
ー

ガ
ア
ス
大
学
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
及

び
延
世
大
学
（
韓
国
）
の
加
盟

が
認
め
ら
れ
、
総
会
は
成
功
に

終
わ
っ
た
。

　

ま
ず
、
サ
ザ
ン
デ
ン
マ
ー

ク
大
学
の
ア
ス
カ
ガ
ー
ド
教

授
（
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
執
行
部

会
、
理
事
）
が
“Culture 

and Global M
arketing—

Or W
hy Do Indians Do 

Yoga?
”
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
の
一
つ
の
役
割
と

し
て
大
学
院
後
期
課
程
の
大
学

院
生
や
若
手
教
員
の
研
究
を
支

援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

述
べ
、
次
年
度
か
ら
本
格
的
に

大
学
院
生
や
若
手
教
員
に
よ
る

研
究
発
表
を
行
い
、
論
文
出
版

ん
で
い
け
ば
い
い
の
か
を
見
つ

け
た
い
と
思
い
、
広
島
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
事
務
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
安
全
管
理
、
さ
ら
に

心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
救
急
救
命

を
含
む
事
故
防
止
対
策
を
学
び

ま
し
た
。
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
準

　

私
は
「
フ
マ
キ
ラ
ー
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
」
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
、
開
発
、
生
産
、
営

業
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
さ

研
修
先
／�P

T. Fum
akilla 

Indonesia経済学科３年
水口　直也さん
広島県／星槎国際高校出身

多
角
的
な
視
点
で

課
題
解
決
に
挑
戦

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅱ（
海
外
）

学生リーダーズ・サマースクール参加者たち

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
教
授　

高
岡
義
幸　

教
授

本
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
各

１
名
）
を
構
成
し
、
依
頼
が

あ
っ
た
大
学
に
派
遣
す
る
と
い

う
ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ
た
。

ま
た
、
教
員
交
流
を
よ
り
積
極

的
に
行
う
た
め
に
、NIBES 

International W
eek

を
企
画

し
、
毎
年
各
加
盟
校
か
ら
１
名

参
加
し
て
、
各
自
の
経
済
・
経

営
系
専
門
科
目
を
開
催
校
で
講

義
し
（
例
え
ば
、
10
大
学
の
代

表
が
参
加
す
れ
ば
10
科
目
の
集

中
講
義
に
な
る
）、
同
時
に
開

催
校
の
教
員
達
と
研
究
交
流
を

行
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
提
案

さ
れ
た
。

平
成
27
年
度
の
Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
総

会
開
催
地
は
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
ル

ツ
ハ
イ
ム
芸
術
工
科
大
学
に
決

定
し
、
総
会
は
閉
会
し
た
。

◇　

◇　

◇

*

Ｎ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
：
経
済
・
経
営

系
の
学
部
を
も
つ
世
界
19
ヵ
国

の
大
学
で
構
成
さ
れ
る
、
国
際

的
な
学
術
・
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
、
本
学
は
日
本
唯
一
の
加

盟
大
学
。

Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
（
西
日
本
学
生
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ス
ク
ー
ル
）

ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を

学
び
ま
し
た
。
研
修
は
英
語
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
日
常

会
話
以
上
の
レ
ベ
ル
が
要
求
さ

れ
る
の
で
と
て
も
苦
労
し
ま
し

た
が
、
私
も
会
社
の
一
員
で
あ

る
こ
と
を
意
識
し
て
取
り
組
む

よ
う
努
め
ま
し
た
。

　

問
題
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

捉
え
、
解
決
を
図
っ
て
い
く
考

え
方
を
習
得
で
き
た
の
は
、
何

よ
り
の
成
果
で
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
活
か
し
て
、
か
ね
て
か NIBES 加盟国の代表者たち

か
ら
、
日
本
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
開
設
等
学
生
支
援
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。
川

村
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
部
長
か

ら
、
10
月
末
時
点
で
の
内
定
状

況
が
76
・
９
％（
昨
年
度
比
ア
ッ

プ
）で
あ
る
こ
と
。
上
重
入
試
・

広
報
戦
略
室
長
か
ら
は
、
平
成

27
年
度
推
薦
入
試
に
つ
い
て
志

願
者
ア
ッ
プ
と
の
報
告
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
中
村
興
動
館
副
館

長
か
ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
受

賞
状
況
を
始
め
と
し
た
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
報
告
が
行
わ

れ
た
。
最
後
に
木
村
総
務
部
長

か
ら
、
今
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
実
施
し
て
い
る
「
朝
食
補

助
（
１
０
０
円
朝
食
）」
に
つ

い
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
基
に
報

告
が
あ
っ
た
。
続
い
て
出
野
会

長
よ
り
次
年
度
も
継
続
実
施
し

た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、
全
員

異
議
な
く
承
認
さ
れ
役
員
会
を

終
了
し
た
。

　

役
員
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
役
員
・
顧
問
及
び
教
職
員

　

美
味
し
い
ク
リ
ー
ム
パ
ン
で

有
名
な
八
天
堂
で
は
、
お
客
様

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

興
味
が
あ
り
、
研
修
先
と
し
て

選
び
ま
し
た
。工
場
研
修
で
は
、

研
修
先
／�

株
式
会
社�

八
天
堂

仲
間
と
の
連
携
の

大
切
さ
を
実
感

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ（
国
内
）

パ
ン
の
包
装
、
卵
の
計
量
、
銅

鍋
の
洗
浄
な
ど
を
経
験
。
違
う

作
業
で
も
製
造
に
関
連
し
た
一

連
の
作
業
工
程
の
な
か
で
、
全

体
の
作
業
効
率
を
意
識
し
て
仕

事
を
進
め
て
い
く
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
習
の
な
か
で
印
象

的
だ
っ
た
の
は
「
仕
事
は
人
間

関
係
が
９
割
」
と
い
う
工
場
長

の
言
葉
で
し
た
。
無
駄
の
な
い

作
業
に
は
お
互
い
の
声
か
け
が

不
可
欠
で
あ
り
、
基
本
的
な
挨

拶
や
笑
顔
が
大
切
で
あ
る
と
あ

ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
販

売
研
修
で
は
、
お
客
様
の
笑
顔

に
触
れ
て
、
仕
事
の
や
り
が

い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

に
よ
る
意
見
交
換
が
活
発
に
な

さ
れ
た
。

の
中
で
活
か
し
て
い
く
こ
と
な

ん
だ
と
学
び
ま
し
た
」
と
語
っ

た
。
こ
の
経
験
は
今
後
の
学
生

生
活
に
大
い
に
活
か
さ
れ
て
い

く
だ
ろ
う
。

人工芝のメンテナンス作業を経験

備
や
会
場
準
備
も
行
い
、
ピ
ッ

チ
の
芝
刈
り
や
重
い
サ
ッ
カ
ー

ゴ
ー
ル
を
何
度
も
移
動
さ
せ
る

重
労
働
も
経
験
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
働
く

ら
目
標
と
し
て
い
た
農
業
界
に

新
風
を
吹
か
せ
ら
れ
る
人
材
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
後
も
、
日
々
の

学
修
に
努
め
る
と
共
に
、
他
の

企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
幅
広
い

知
識
と
経
験
を
得
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

方
々
の
姿
を
通
し
て
、
多
種
多

様
な
裏
方
の
仕
事
の
大
切
さ
を

知
り
、
積
極
的
に
仕
事
に
取
り

組
む
姿
勢
が
大
事
で
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

ビジネス情報学科３年
佃　美沙希さん
広島県／忠海高校出身

経済学科３年
坂内　琢也さん
広島県／忠海高校出身
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証
言
の
ほ
か
、

元
兵
士
た
ち

が
抱
え
た
葛

藤
な
ど
当
時

を
振
り
返
っ

た
貴
重
な
声

が
収
め
ら
れ

て
い
る
。

岡
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

第
二
次
大
戦
中
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
カ
ウ
ラ
の
捕
虜
収
容

所
で
集
団
脱
走
を
企
て
、
多
数

の
元
日
本
兵
が
犠
牲
と
な
っ
た

「
カ
ウ
ラ
事
件
」
か
ら
、
今
年

（
２
０
１
４
年
）
で
70
年
を
迎

え
た
。
岡
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
収

容
所
に
い
た
元
兵
士
や
家
族
11

人
に
取
材
を
行
い
、
証
言
を
ま

と
め
た
「
学
生
が
聞
い
た　

カ

ウ
ラ
捕
虜
収
容
所
日
本
兵
脱
走

事
件
」
を
出
版
し
た
。「
生
き

恥
を
さ
ら
し
た
く
な
い
」
と
死

を
覚
悟
し
脱
走
を
図
っ
た
と
の

カウラ本表紙

元
日
本
兵
ら
の
証
言
集
出
版

重野　裕美

　
「
重
野
さ
ん
、
本
当
は
何
が

し
た
い
の
？
」。
学
生
の
頃
、

こ
の
言
葉
を
何
度
も
恩
師
か
ら

言
わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
最
近
ま
で
学
生
だ
っ
た
私

も
教
員
に
な
り
、
ゼ
ミ
を
受
け

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初

め
て
の
ゼ
ミ
運
営
で
何
か
と
不

安
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
彼

ら
は
仲
が
良
く
、
サ
プ
ラ
イ
ズ

誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画
し

た
り
、
食
事
会
や
ス
ポ
ー
ツ
競

技
大
会
へ
も
積
極
的
に
参
加
し

た
り
す
る
な
ど
、
ゼ
ミ
を
大
い

に
盛
り
上
げ
て
く
れ
、
と
て
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
卒
業
論
文
指
導
に
悪

戦
苦
闘
す
る
日
々
で
す
が
、
教

員
と
な
っ
た
私
が
目
の
前
の
ゼ

ミ
生
に
対
し
て
冒
頭
の
言
葉
を

よ
く
口
に
し
て
い
る
こ
と
に
、

ふ
と
気
が
つ
き
ま
す
。
恩
師
の

言
葉
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
指
示
通
り
に
動
く
の
で
は

な
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
自

分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
る
過

程
が
成
長
に
つ
な
が
る
、
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
時
を
超
え

て
じ
ん
わ
り
と
届
く
「
教
え
」

に
改
め
て
感
謝
し
て
お
り
ま

69

「本当は何がしたいの？」

　平成 26年中四国学生ハンド
ボール選手権秋季リーグの女子
II部リーグで優勝することがで
きました。
　女子ハンドボール部は創部１
年目の新しいクラブです。人数

はまだまだ少なく、試合に活かすノウハウもありませんで
したが、一人ひとりが積極的に意見を出し合い、工夫しな
がら練習や部活動の運営をすることで、「自ら進んで取り
組む」ことの楽しさを実感。一から作り上げる経験のなか
で、私たちの意識が変わったことは、とても大きな成長で
あり、これまでの活動を通して一番うれしい出来事でし
た。みんながひとつの目標に向かって練習に取り組んだこ
とで、女子リーグ１部昇格を果たせたと感じています。こ
れからは、さまざまなチームやレベルの違うチームとの練
習試合を重ねていき、女子ハンドボール部をさらに強化し
ていきたいと思います。そして、４年後に開催される全日本学生選手権大会に
出場することを目標に、チーム一丸となって頑張っていきたいと思います。
　「新しいクラブの新しい歴史をこれから作っていこう！」と、意欲にあふれ
ている女子ハンドボール部です。一緒に歴史を作る仲間を募集しています！

活動日・時間／月・水・木・金・土（平日17：30～、土10：00～）
場所／石田記念体育館３階　アリーナ

4 年後の全国大会を
めざして

女子ハンドボール部

サ
ー
ク
ル
戦
績

○
陸
上
競
技
部

▽
天
皇
賜
盃
第
83
回
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

【
女
子
１
０
０
㍍
出
場
】
松
尾

紗
也
可
▽
第
69
回
国
民
体
育
大

会
【
男
子
走
幅
跳
】
藤
原
駿
也

ス
ポ
ー
ツ
の
秋  

「
全
学
ゼ
ミ
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
」を
開
催

す
。

　
「
本
当
は
何
が
し
た
い
の

か
？
」、
こ
の
問
い
は
「
自

分
に
と
っ
て
の
幸
せ
と
は
何

か
？
」
と
も
言
い
換
え
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に

答
え
る
た
め
に
は
、
他
人
と
比

較
し
た
結
果
の
優
劣
で
は
な

く
、
自
分
の
幸
せ
と
は
何
か
を

考
え
、
そ
の
状
況
に
近
づ
く
た

め
に
今
の
自
分
に
は
何
が
で
き

て
、
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ

け
た
ら
良
い
の
か
を
常
に
問
い

な
が
ら
、
自
分
と
い
う
人
間
の

輪
郭
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
情
報
過
多

と
言
わ
れ
る
昨
今
、情
報
を「
選

択
す
る
力
」
も
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
が
、「
自
分
」
の
こ
と

を
よ
く
分
か
っ
て
な
い
と
よ
り

良
い
選
択
を
す
る
こ
と
は
難
し

い
で
し
ょ
う
。

　

ゼ
ミ
で
は
、
学
生
の
皆
さ
ん

が
な
り
た
い
自
分
に
な
る
た
め

の
手
助
け
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
卒
業
論
文
や
就
職
活

動
は
自
分
と
向
き
合
う
良
い
機

会
な
の
で
、
自
分
が
本
当
に
求

め
て
い
る
も
の
は
何
か
、
対
話

を
通
し
て
一
緒
に
見
つ
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
助
教　

日
本
語
文
章
表
現
、

文
章
表
現
演
習
・
基
礎
徹
底
、

文
章
表
現
演
習
・
標
準
、
文
章

表
現
演
習
・
発
展
、
音
声
表
現

演
習
、
入
門
ゼ
ミ
Ⅰ
・
Ⅱ
、
演

習
Ⅱ
） 写真でみる

　

本
学
学
生
が
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

リ
ー
グ
の
選
手
に
契
約
登
録

　

10
月
３
日
に
行
わ
れ
た
記
者

会
見
に
て
、
日
本
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
の
準

リ
ー
グ
と
な
る
Ｔ
Ｋ
ｂ
ｊ
チ
ャ

レ
ン
ジ
リ
ー
グ
に
新
規
参
戦
す

る
広
島
チ
ー
ム
「
広
島
サ
ン
・

ス
タ
ー
ズ
」の
発
表
が
あ
っ
た
。

　

記
者
会
見
で
は
、
契
約
選
手

の
一
員
と
し
て
本
学
学
生
で
あ

る
冨
岡
大
地
（
経
済
学
科
２
年

／
広
陵
高
校
出
身
）
さ
ん
が
紹

ソフトボールの試合の様子

　

10
月
25
日
、
第
47
回
定
期
演

奏
会
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ 

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
が
開
催
さ
れ

た
。

　

今
年
度
は
会
場
を
学
生
た
ち

の
ホ
ー
ム
で
あ
る
広
島
経
済
大

学
に
移
し
、
文
化
系
サ
ー
ク
ル

が
日
頃
の
活
動
成
果
を
披
露
し

た
。

10/25定期演奏会

11/1・2 経大祭

ミスターコンテスト in 経大祭開催

　

11
月
１
日
・
２
日
の
両
日
、

第
47
回
経
大
祭
が
開
催
さ
れ

た
。
テ
ー
マ
は
「
Ａ
ｓ 

ｏ

ｎ
ｅ
（
一
体
、
ひ
と
つ
に
、

み
ん
な
と
共
に
）」。

　

今
年
度
は
多
く
の
ゲ
ス
ト

を
招
き
両
日
と
も
に
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ラ

イ
ブ
を
開
催
。
幅
広
い
年
代

の
方
に
一
日
中
楽
し
ん
で
頂

け
る
よ
う
充
実
し
た
内
容
で

催
さ
れ
た
。

11/23興動祭

応援団演舞～大学祭 1 日目オープニング～
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ISBN978-4-903470-80-1 C0337
発行日 : 8 月 5 日
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10
月
16
日
、「
平
成
26
年
度

全
学
ゼ
ミ
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
競
技

大
会
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
「
全
学
ゼ
ミ
対
抗
ス

ポ
ー
ツ
競
技
大
会
」は
、ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
学
友
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
お
り
、
本
学
の
石
田
記

念
体
育
館
、
陸
上
競
技
場
で
行

わ
れ
た
。

　

今
年
は
学
生
と
教
職
員
約

９
０
０
名
が
参
加
。
競
技
は
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
３
種

目
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
で
ゼ

ミ
生
同
士
が
協
力
し
合
い
、
優

勝
を
目
指
し
、
各
会
場
は
大
き

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

〈
結
果
〉

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
（
陸
上
競
技
場
）

（
優
勝
）
岡
本
ゼ
ミ
・（
準
優
勝
）

福
居
ゼ
ミ

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
（
石
田
記
念
体
育
館
）

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１　

（
優
勝
）
濱
田
ゼ
ミ
（
チ
ー
ム

Ｋ
）・（
準
優
勝
）
濵
田
ゼ
ミ

（
チ
ー
ム
Ａ
）

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２　

（
優
勝
）
西
村
ゼ
ミ
（
チ
ー
ム

4 区を走る
堀尾 和弥 選手

国際審判員の資格
を持つ檜﨑 潔 監督

７
㍍
49
㌢
＝
11
位
【
女
子
４
×

１
０
０
㍍
リ
レ
ー
出
場
】
松
尾

紗
也
可
▽
第
26
回
出
雲
全
日
本

介
さ
れ
た
。
冨
岡
選
手
は
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
選
手
と
し
て
は
小
柄

で
は
あ
る
が
、
ス
ピ
ー
ド
プ

レ
ー
を
得
意
と
す
る
ポ
イ
ン
ト

ガ
ー
ド
。「
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

選
手
に
な
れ
て
嬉
し
い
。
最
終

的
な
目
標
は
Ｎ
Ｂ
Ａ
選
手
に
な

る
こ
と
で
、
夢
に
一
歩
近
づ
け

た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
協

力
の
も
と
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

な
お
親
会
社
と
な
る
広
島
プ

ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
株
式
会

社
の
代
表
取
締
役
社
長
は
、
本

学
Ｏ
Ｂ
の
中
島
健
太
氏
で
あ

る
。

中島社長 ( 左から 3 番目 ) と冨岡選手 ( 背番号 14 番 )

マ
イ
ク
片
手
に
会
場
を

盛
り
上
げ
る
学
生
ほ
か

ゼミ生の誕生日をサプライズで祝うゼミ生と重野助教

　

11
月
23
日
、「
第
９
回

園
・
興
動
祭

～
今
こ
そ
つ
な
が
れ　

つ
な
ご
う
手
と

手
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
８
月
20
日
に
起
こ
っ
た
「
平

成
26
年
８
月
広
島
市
豪
雨
災
害
」
の
影

響
で
地
域
の
各
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
す
る

中
、
安
佐
南
区
か
ら
元
気
を
届
け
た
い
、

災
害
を
忘
れ
な
い
と
の
思
い
か
ら
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
。
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
企
画
を

用
意
し
、
ご
来
場
者
の
方
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
義
援
金
３
８
、６
４
１
円
を
日

本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
に
寄
付
し
た
。

Ｂ
）・（
準
優
勝
）
西
村
ゼ
ミ

（
チ
ー
ム
Ａ
）

●
フ
ッ
ト
サ
ル

　
（
石
田
記
念
体
育
館
）

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１　

（
優
勝
）
田
辺
ゼ
ミ
・（
準
優
勝
）

新
垣
ゼ
ミ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２　

（
優
勝
）
澤 

ゼ
ミ
・（
準
優
勝
）

教
職
員
チ
ー
ム

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
３　

ゲストライブに集まった観客

学生たちによる

広経大三大祭典
広島市豪雨災害の一助として各イベントで義援金を募集

大
学
選
抜
駅
伝
競
走　

台
風
の

た
め
中
止
▽
秩
父
宮
賜
杯
第
46

回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手

権
大
会
20
位　

５
時
間
41
分
53

秒○
卓
球
部

▽
第
81
回
全
日
本
大
学
総
合
卓

球
選
手
権
大
会
出
場
【
シ
ン
グ

ル
ス
】
岡
本
義
崇
【
ダ
ブ
ル
ス
】

（
優
勝
）
宮
畑
ゼ
ミ
・（
準
優
勝
）

迫
田
ゼ
ミ

岡
本
・
松
本
ペ
ア
、
太
田
・
大

下
ペ
ア

○
軟
式
野
球
部

▽
第
37
回
全
日
本
学
生
軟
式
野

球
選
手
権
大
会　

ベ
ス
ト
４

○
空
手
道
部

▽
第
58
回
全
日
本
大
学
空
手
道

選
手
権
大
会
出
場

イルミネーション点灯

興動祭実行委員長挨拶

完成した本の出来上がりを見る岡本教授とゼミ生たち
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公
務
員
へ
の
就
職
支
援
充
実

警視庁への内定が
決まった竹田俊彦さん

　

就
職
活
動
で
一
番
苦
労
し
た

こ
と
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

で
す
。
参
加
し
た
い
企
業
の
説

明
会
や
、
面
接
の
日
程
が
重
な

る
こ
と
も
多
く
、
ど
ち
ら
を
優

先
す
る
か
迷
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
は
、
自
分
が

目
指
す
企
業
像
を
自
分
に
問

い
、
ど
ち
ら
が
よ
り
志
望
度
が

高
い
か
を
考
え
て
選
ぶ
よ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。「
一
度
決
め

た
ら
迷
わ
な
い
」
と
、
自
分
の

信
念
を
貫
い
た
こ
と
も
、
自
分

が
目
指
す
企
業
に
内
定
を
い
た

だ
い
た
理
由
だ
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
が
受

け
る
企
業
・
業
界
の

方
と
１
人
で
も
多
く

会
っ
て
話
を
聞
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
企
業
で
働
く

イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
明
確
に
な

り
、
就
活
意
欲
が
一
層
高
ま
り

ま
す
。
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
も
、

毎
日
見
る
こ
と
で
目
指
す
業
界

の
動
向
が
目
に
入
っ
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年

上
の
方
と
話
す
こ
と
で
、
言
葉

遣
い
や
礼
儀
も
自
然
と
身
に
つ

い
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
就
職
活
動
中
、
常
に
自

私
の
就
職
活
動
体
験
記

私
の
就
職
活
動
体
験
記

就
職
先　

株
式
会
社
サ
タ
ケ

経済学科４年
秋友　涼志さん
愛媛県／伊予高校出身

一
度
決
め
た
ら
、
迷
わ
な
い

　

中
学
生
の
頃
か
ら
プ
ロ
野
球

の
球
団
職
員
に
な
る
こ
と
が
夢

で
し
た
。
大
学
で
は
ス
ポ
ー
ツ

経
営
学
科
に
入
学
し
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
経
営
学
を

学
び
な
が
ら
、
プ
ロ
野
球
チ
ー

ム
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

も
挑
戦
す
る
な
ど
、
夢
の
実
現

を
め
ざ
し
て
努
力
し
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

特
に
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、

１
万
７
千
人
の
集
客
目
標
を
掲

げ
た
実
践
的
な
課
題
に
取
り
組

み
、
華
や
か
な
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

を
支
え
る
仕
組
み
や
、
利
益
を

得
る
た
め
の
構
造
な
ど
、
体
験

を
通
し
て
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
、
就
職

活
動
に
も
役
立
ち
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
・
運
営
し
た
と

き
の
達
成
感
や
、
直

接
お
客
様
に
夢
を
与

え
ら
れ
る
楽
し
さ
を

味
わ
え
た
こ
と
が
、

「
絶
対
に
夢
を
諦
め
な
い
」
と

い
う
力
に
な
り
、
内
定
獲
得
ま

で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

入
社
後
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
と
英
語
力
を
高
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
界
が
海
外
で
も
人
気

を
獲
得
し
、
選
手
た
ち
の
活
躍

の
場
が
広
が
る
よ
う
に
支
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

就
職
先　

�

株
式
会
社
広
島
東
洋
カ
ー
プ

スポーツ経営学科４年
岡信　衿香さん

広島県／広島皆実高校出身

夢
に
向
か
っ
て
一
直
線
！

分
が
考
え
た
こ
と
は
で
き
る
だ

け
行
動
に
移
す
こ
と
を
心
が
け

ま
し
た
。
こ
う
し
た
積
極
的
な

姿
勢
は
、
入
社
後
の
仕
事
に
も

活
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
憧
れ
の
銀
行
へ
の
就
職

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
就
職
活
動
に
取
り
組
み
始

め
た
頃
は
、「
金
融
業
界
は
自

分
に
は
難
し
い
」
と
決
め
つ
け

て
諦
め
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
に
、

「
髙
松
さ
ん
は
、
銀
行
の
仕
事

に
向
い
て
い
る
と
思
う
」
と
背

中
を
押
さ
れ
、
挑
戦

し
て
み
よ
う
と
一
歩

踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

面
接
で
心
が
け
た

こ
と
は
笑
顔
で
す
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

部
で
鍛
え
た
「
辛
く

て
も
笑
顔
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

ど
ん
な
に
緊
張
し
て
い
て
も
笑

顔
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
意
識
し

ま
し
た
。

　

最
初
の
こ
ろ
は
、
こ
の
会
社

で
働
き
た
い
と
い
う
意
志
を
ど

の
よ
う
に
伝
え
た
ら
い
い
の
か

悩
み
、
自
分
の
考
え
を
思
う
よ

う
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
面
接
の

回
数
を
重
ね
て
い
く
な
か
で
、

他
の
人
の
発
言
を
聞
い
て
参
考

に
な
る
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
取
り

入
れ
、
鏡
の
前
に
立
っ
て
笑
顔

で
話
す
練
習
や
、
自
分
な
り
に

工
夫
を
重
ね
た
こ
と
で
、
次
第

に
自
分
の
発
言
に
自
信
が
持
て

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
就
職

活
動
を
終
え
た
今
で
は
、「
笑

顔
が
大
切
な
銀
行
の
窓
口
業
務

に
自
分
は
向
い
て
い
る
」
と

胸
を
張
っ
て
言
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
実
際
の
業
務
で
も
笑
顔

を
大
切
に
し
、
お
客
様
に
「
あ

な
た
に
任
せ
て
よ
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
行
員
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

就
職
先　

株
式
会
社
山
口
銀
行経営学科４年

髙松　ひかりさん
広島県／広島商業（県立）高校出身

「
辛
く
て
も
笑
顔
」
を
面
接
に
活
か
す

　

就
職
活
動
は
思
っ
た
以
上
に

お
金
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
勉
強
の
合
間
に
ア
ル
バ

イ
ト
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
な
か
で
も
、
自
分

の
趣
味
の
時
間
や
友
人
と
過
ご

す
時
間
を
大
切
に
し
、
オ
ン
・

オ
フ
を
し
っ
か
り
と

区
別
し
た
生
活
で
就

職
活
動
を
乗
り
切
り

ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
は
、 

面
接
で
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
自
分

が
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に

し
、
落
ち
着
い
て
話
せ
た
こ

と
が
良
か
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
３
年
次
生
に

取
得
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
接
遇

実
務
検
定
２
級
」
の
知
識
は

自
信
を
持
っ
て
試
験
に
臨
む
力

に
な
り
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
資
格

や
就
職
に
関
す
る
情
報
が
た
く

さ
ん
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、 

就
職
先　

キ
ヤ
ノ
ン
シ
ス
テ
ム
ア
ン
ド
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

ビジネス情報学科４年
大岡　達也さん

広島県／廿日市西高校出身

必
要
な
の
は
「
自
信
」

い
つ
も
頼
り
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
、
営
業
職
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
卒
業
論

文
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
営
業

に
必
要
な
知
識
を
蓄
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
入
社

後
は
精
力
的
に
働
き
、
多
く

の
お
客
様
の
満
足
度
を
高
め
る

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
な
る

こ
と
が
目
標
で
す
。

　

私
が
在
学
中
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
興
動
館

１
階
に
あ
る
カ
フ
ェ
を
学
生
だ

け
で
運
営
す
る
「
カ
フ
ェ
運
営

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
内
定

先
の
企
業
を
志
望
し

た
の
も
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
で
商

業
施
設
の
夏
祭
り
に

カ
フ
ェ
を
出
店
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
商
業
施
設
の

方
に
仕
事
に
つ
い
て

お
話
を
伺
う
な
か
で
、
地
域
密

着
で
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る

「
商
業
専
業
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
」

の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
カ
フ
ェ
運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク

就
職
先　

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
株
式
会
社

経営学科４年
進藤　聡さん
広島県／賀茂高校出身

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
鍛
え
た
実
践
力

　

ラ
ジ
オ
局
で
Ｄ
Ｊ
を
す
る
こ

と
が
中
学
生
の
頃
か
ら
の
夢
で

し
た
。
ま
た
、
地
元
で
あ
る
愛

媛
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い

と
、
地
元
で
愛
さ
れ
る
ラ
ジ
オ

局
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
株
式

会
社
エ
フ
エ
ム
愛
媛

に
決
め
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
は
、

大
学
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

「
Ｆ
Ｍ
ハ
ム
ス
タ
ー
」

で
の
番
組
制
作
に
取

り
組
ん
だ
経
験
な
ど

を
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
課
外
活
動

で
よ
さ
こ
い
の
踊
り
に
も
取
り

組
み
、
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
披
露
に
向
け
た
練
習

や
、
本
番
の
発
表
を
通
し
て
鍛

就
職
先　

株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
愛
媛

メディアビジネス学科4年
砂川　伸夫さん
愛媛県／伯方高校出身

本
気
で
夢
を
め
ざ
そ
う

ト
で
も
、
地
域
の
方
々
に
と
っ

て
憩
い
の
場
で
あ
る
店
作
り
を

め
ざ
し
て
い
た
の
で
、「
地
域

密
着
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
企
業

コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
る
イ
オ
ン

タ
ウ
ン
株
式
会
社
で
自
分
の
経

験
を
活
か
し
た
い
と
強
く
思
う

　

学
内
で
開
催
さ
れ
る
本
学
学

生
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業
説

明
会
で
は
、
自
分
が
興
味
を

も
っ
て
い
る
業
界
や
企
業
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の

話
を
聞
け
た
こ
と
で
、
将
来
の

選
択
肢
が
増
え
ま
し
た
。ま
た
、

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
、
先
輩
た

ち
の
就
職
活
動
の
体
験
談
も
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

面
接
で
は
極
度
の
緊
張
で
自
身

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ず
、
悔
し
い

思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ゼ
ミ
の
先
生
方
と
の
模

擬
面
接
を
積
極
的
に
活
用
し
、

面
接
へ
の
苦
手
意
識
を
克
服
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

広
島
経
済
大
学
の
就
職
サ

ポ
ー
ト
は
、
本
当
に
充
実
し
て

い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

に
行
け
ば
、
職
員
の

方
だ
け
で
な
く
先
輩

に
も
気
軽
に
相
談
で

き
る
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。

　

自
分
の
希
望
す
る

就
職
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
「
こ

れ
だ
け
は
絶
対
に
人
に
負
け
な

い
」
と
い
う
も
の
を
大
学
生
活

で
培
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

就
職
先　

日
本
郵
便
株
式
会
社経済学科４年

上尾　亮太さん
山口県／高水高校出身

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
フ
ル
活
用

え
ら
れ
た
精
神
力
は
、
就
職
活

動
を
乗
り
越
え
る
大
き
な
力
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
活
動
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の

人
に
出
会
い
、
刺
激
を
受
け
た

こ
と
も
、
自
分
が
成
長
す
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に

就
活
時
に
心
掛
け
て
お
き
た
い

の
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
で

す
。
企
業
の
募
集
時
期
を
把
握

し
、
そ
れ
ま
で
に
取
り
組
む
べ

き
こ
と
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
に

ま
と
め
実
行
す
る
こ
と
が
、
何

よ
り
内
定
獲
得
へ
の
近
道
で

す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
は
日
頃

か
ら
携
帯
し
、
す
ぐ
に
メ
モ
を

と
る
習
慣
が
身
に
つ
い
た
の
は

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
お
か
げ
で

す
。

学内合同
企業説明会実施

　

平
成
26
年
10
月
６
日
か
ら
８

日
の
３
日
間
で
、
既
卒
者
な
ら

び
に
４
年
次
生
を
対
象
と
し
た

学
内
合
同
企
業
説
明
会
（
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
）
を
本
学

に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

平
成
26
年
２
月
よ
り
第
１
回

学
内
合
同
企
業
説
明
会
が
始
ま

り
今
回
で
10
回
目
の
開
催
と
な

る
。
こ
れ
ま
で
に
述
べ
３
４
５

社
の
企
業
が
参
加
し
、
概
要

や
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
選
考

内
容
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い
説

明
が
あ
っ
た
。
参
加
企
業
の
ほ

と
ん
ど
に
本
学
学
生
の
採
用

実
績
が
あ
り
、
今
年
度
は
述
べ

１
、４
７
３
名
の
学
生
が
参
加
。

内
定
の
チ
ャ
ン
ス
に
近
づ
け
る

大
事
な
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
で
あ
る
。

熱心に採用担当者の話を聞く就活生たち

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

警
察
官
、
消
防
吏
員
、
市
役
所

職
員
な
ど
の
公
務
員
を
め
ざ
す

学
生
の
た
め
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
設
け
て
い
る
。
４
月
に
開

催
す
る
「
公
務
員
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
は
１
年
次
生
か
ら
参
加
で

き
る
。
ま
た
、
各
種
公
務
員
試

験
に
向
け
た
受
験
対
策
講
座
や

試
験
直
前
期
の
総
仕
上
げ
合
宿

な
ど
も
開
催
し
て
お
り
、
入
学

時
か
ら
公
務
員
試
験
の
合
格
ま

で
支
え
て
い
く
。
こ
う
し
た
支

援
を
活
用
し
て
公
務
員
の
職
に

就
い
た
学
生
は
多
く
、
今
年
も

喜
び
の
声
が
届
い
た
。
今
年
の

公
務
員
試
験
で
は
26
名
の
学
生

が
合
格
し
た
。

　

警
視
庁
へ
の
内
定
が
決
ま
っ

た
竹
田
俊
彦
さ
ん
（
経
済
学
科

４
年
・
広
島
県
／
安
芸
府
中
高

校
出
身
）
は
、「
警
察
官
に
な

る
こ
と
が
幼
い
頃
か
ら
の
夢
で

し
た
。
早
期
か
ら
試
験
対
策
を

始
め
た
い
と
思
い
、
授
業
で

公
務
員
試
験
対
策
が
で
き
る

『
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ　

Ｄ
ｅ

ｃ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
』
を
２
年
次

に
履
修
。
筆
記
試
験
で
と
て

も
役
に
立
ち
ま
し
た
。
本
格

的
に
公
務
員
試
験
に
向
け
て
の

勉
強
を
始
め
た
の
は
、
３
年
次

生
の
秋
か
ら
。
公
務
員
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
公
務
員
試
験
に
合
格
し

た
先
輩
の
話
を
聞
き
、
そ
れ
を

参
考
に
勉
強
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
立
て
ま
し
た
。１
日
５
時
間
、

試
験
直
前
期
は
１
日
10
時
間
勉

強
し
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で

模
擬
面
接
に
も
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
、
自
信
を
持
っ
て
試
験
に

臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

笑
顔
で
語
っ
た
。

　

就
職
活
動
で
、
と
り
わ
け
公

務
員
を
め
ざ
す
学
生
は
、
公
務

員
向
け
の
各
種
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
て
、
夢
を
実
現
し

て
ほ
し
い
。

　

今
後
の
目
標
は
、
３
年
以
内

に
自
分
の
番
組
を
持
つ
こ
と
で

す
。
Ｄ
Ｊ
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

人
の
話
を
聞
き
、
楽
し
く
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
の

就
職
活
動
で
も
、
カ
フ
ェ
運
営

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通
し
て

地
域
と
の
交
流
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
経
験
を
自
信
を

持
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
店
舗
の
イ
ベ
ン

ト
企
画
や
運
営
に
も
携
わ
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
地
域
の
方
々

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
企
画
を
全

力
で
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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募集人員

出願期間

試 験 日
合格発表

Ⅱ期＝平成27年1月21日（水）～2月10日（火）【締切日消印有効】

Ⅱ期＝平成27年2月19日（木）･20日（金）

Ⅱ期＝平成27年2月25日（水）午前10時

■大学院　博士課程前期課程
［一般選抜入学試験（Ⅱ期）］

経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程[研究者養成コース・経済学専修コース]
10名（外国人留学生・社会人特別選抜、国外受験者、外国人留学生指定校推薦を含む）

募集人員
出願期間

試 験 日

合格発表

Ⅱ期＝平成27年1月21日（水）～2月10日（火）【締切日消印有効】

Ⅱ期＝平成27年2月20日（金）

Ⅱ期＝平成27年2月25日（水）午前10時

［社会人特別選抜入学試験（Ⅱ期）］
経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程（修士）[経済学専修コース]若干名

各年次3名程度（外国人留学生を含む）募集人員
出願期間

選　考　日
合格発表

平成27年1月27日（火）～2月5日（木）

平成27年3月3日（火）

［学内特別選抜入学試験］（学部との５年プログラム試験）

３
年
次 平成27年2月26日（木）

経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程［研究者養成コース］3名
（外国人留学生、国外受験者を含む）募集人員

出願期間
試 験 日

平成27年1月21日（水）～2月10日（火） 【締切日消印有効】
平成27年2月19日（木）

■大学院　博士課程後期課程
［一般選抜入学試験］

合格発表 平成27年2月25日（水）　午前10時

■学部　入試センター入学試験（1期・2期）

出願期間
合格発表

募集人員

出願期間
合格発表

1期

2期

平成27年1月5日（月）～1月30日（金）【締切日消印有効】
平成27年2月13日（金）午後3時

平成27年2月16日（月）～3月3日（火）【締切日消印有効】
平成27年3月13日（金）午後3時

募集人員 経済学部／経済学科40名、経営学科40名、ビジネス情報学科10名、
 メディアビジネス学科10名・スポーツ経営学科5名

経済学部／経済学科10名、経営学科10名、ビジネス情報学科5名、
 メディアビジネス学科5名

■学部　社会人入学試験
募集人員 経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・

　　　　　メディアビジネス学科・スポーツ経営学科　若干名

出願期間 平成27年2月16日（月）～3月3日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 平成27年3月9日（月）

合格発表 平成27年3月13日（金）午後3時
※要問い合わせ

■学部　編入学試験
募集人員 経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・

 メディアビジネス学科・スポーツ経営学科　若干名

出願期間 平成27年2月16日（月）～3月3日（火）【締切日消印有効】

試 験 日 平成27年3月9日（月）

合格発表 平成27年3月13日（金）午後3時
※要問い合わせ

■学部　外国人留学生入学試験（Ⅰ期・Ⅱ期）

合格発表

試 験 日 Ⅰ期＝平成27年2月4日（水）／Ⅱ期＝平成27年3月10日（火）

募集人員 Ⅰ・Ⅱ期＝経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
　　　　　メディアビジネス学科・スポーツ経営学科　若干名

※複数学科併願制

出願期間 Ⅰ期＝平成27年1月13日（火）～1月26日（月）【締切日必着】
Ⅱ期＝平成27年2月14日（土）～2月20日（金）【締切日必着】

Ⅰ期＝平成27年2月13日（金）午後5時
Ⅱ期＝平成27年3月13日（金）午後5時

入試課

平成27年度
学生募集要項

■学部　一般入学試験（1期・2期）
募集人員

合格発表
試 験 日
出願期間

平成27年2月6日（金）・7日（土）
平成27年1月5日（月）～1月22日（木）【締切日消印有効】

平成27年2月13日（金）午後3時

経済学部／経済学科105名、経営学科100名、ビジネス情報学科25名、
メディアビジネス学科25名、スポーツ経営学科25名

募集人員

合格発表
試 験 日
出願期間

平成27年3月9日（月）
平成27年2月16日（月）～3月3日（火）【締切日消印有効】

平成27年3月13日（金）午後3時

経済学部／経済学科20名、経営学科20名、ビジネス情報学科5名、
　　　　　メディアビジネス学科5名、スポーツ経営学科5名

1期

2期

※1期：試験日自由選択・複数学科併願制　2期：複数学科併願制

※1・2期：複数学科併願制

■学部　資格スカラシップ推薦入学試験（2期・3期）

出願期間
試 験 日
合格発表

2期
平成27年1月5日（月）～1月22日（木）【締切日消印有効】
平成27年2月6日(金)
平成27年2月13日（金）午後3時

平成27年2月16日（月）～3月3日（火）【締切日消印有効】
平成27年3月9日(月)
平成27年3月13日（金）午後3時

募集人員

出願期間
試 験 日
合格発表

3期

経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
　　　　　メディアビジネス学科・スポーツ経営学科　若干名

※要問い合わせ

■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験

出願期間
試 験 日

平成26年12月8日（月）～12月24日（水）【締切日必着】

平成27年1月4日（日）

募集人員 経済学部／経済学科・経営学科・ビジネス情報学科・
　　　　　メディアビジネス学科・スポーツ経営学科　6名

※複数学科併願制（３学科まで）

合格発表 平成27年1月8日（木）午後5時

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

　本学では、広島経済大学の最新情報を月初めにメールマガジンで配信して
います。ぜひ、ご登録のうえご覧いただき、広島経済大学および学生たちの
ことを知る一助にしていただければと思います。保護者のみなさまの多数の
ご登録をお待ちしております。

【配信内容】
・今月の行事
・先月のNEWS&TOPICS
・クラブ＆サークル 
・HUE知っ得情報 など

広島経済大学 検索

【登録は広島経済大学ホームページから】

石
野
亜
耶
助
教
が
博
士
号
取
得石野　亜耶 助教

No.35

　

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
の
石
野

亜
耶
助
教
が
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
観
光
支
援

シ
ス
テ
ム
の
自
動
構
築
」
の
論

文
で
博
士
号
（
情
報
科
学
）
を

取
得
し
た
。

　

近
年
、
旅
行
者
が
気
軽
に
観

光
情
報
を
発
信
す
る
場
と
し

て
、
ブ
ロ
グ
が
利
用
さ
れ
て
い

Herodotos, ca.485-ca.425 B.C 
Herodoti Libri Novem.
Venice: Aldus Manutius, 
1502. 140 leaves  ; 32cm

ヘロドトス「歴史」
ギリシャ語初版
1502 年　ヴェニス刊

　ヘロドトスは、紀元前５世紀頃のギリシャの歴史家である。本
書を著し、キケロによって＜歴史の父＞と呼ばれた。彼の生涯に
ついて、詳しいことは判っていないが、当時としては比類のない
大旅行家であった。本書は、前 490 年から行なわれたペルシア戦
争の歴史を軸に、東方諸国の歴史・風土・伝説、ギリシア諸ポリ
スの歴史を前 479 年まで記したもので、主として自らの見聞に基
づき、各地の人々の伝承を集成して歴史を構成しようとした。主
題のほかに多くのエピソードが入れられ、興味本位になりがちで
いわゆる物語風の歴史の域を出ていないが、彼のゆるぎない史的
透察力と自ら採録した膨大な知識を豊富に織り込むことによって
＜歴史の父＞たる栄誉を今日なお失っていない。
　ヘロドトス以前の歴史家は、単なる年代記録者であったが、彼
は資料を歴史的に集め、できる限りその真実性を確かめ、読者に
報告すると同時に、アピールするよう物語をまとめた最初の人で
あった。
　館蔵書は、ヴェニスの印刷者アルドゥス・マヌティウスによっ
て印行されたもの。

　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最新号
は、1号館玄関・図書館・メディア情報センター等に置いていますので、 
各自自由に持ち帰ってください。また、バックナンバーをご希望の場合は、
地域経済研究所まで来てください。

学生の皆さんへ

◆広島経済大学経済研究論集　第37巻第2号（2014年9月）
【論　説】
研究の科学性を高める要件
　―科学の思考法と研究方法を中心として― 高岡　義幸（教　授）
日本の貿易構造からみる製造企業の動向
　―ASEAN諸国におけるものづくりと空洞化問題― 野北　晴子（教　授）
スマートフォン市場におけるロックイン戦略の検証
　― Appleの成長戦略 (2) ― 山本　雅昭（教　授）
Crisis-driven Salesperson Network Formation: Case in 
　Point- Leadership Implications for Kagome Co. Ltd. and 
　Their Regional Marketing Strategy Kenneth I. Tsuye（准教授）
 細井　謙一（教　授）
国際価値連鎖の下における付加価値貿易と中国への影響
 広田　堅志（准教授）
ミュージアムにおける価値創造に関する考察 堀江　浩司（准教授）
【翻　訳】
樊茂清・黄薇「国際価値連鎖分解にもとづく
　中国貿易の産業構造変遷に関する研究」 片岡　幸雄（教　授）
 広田　堅志（准教授）
【研究集会報告】
ソーシャルメディアからの自動知識獲得 石野　亜耶（助　教）

◆広島経済大学研究論集　第37巻第2号（2014年9月）
【論　説】
世紀転換期の不安と嘆き ―H．ジェームズの場合― 上田　みどり（教　授）
CUDA Fortranによる確率的ボラティリティ変動
　モデルのGPU計算 高石　哲弥（教　授）
企業の防災対策とBCP（事業継続計画）の課題
　―なぜ多くの企業の災害への備えが，いまだおろそかなのか―
 松井　一洋（教　授）
中学校進路指導の視点から見た
　高等学校教育の現状に関する研究（Ⅳ） 餅川　正雄（教　授）

平成27年度推薦入試結果報告
平成 27 年度推薦入学試験を 11 月 19 日に実施した。
また、9 月には、AO 入学試験を実施した。
以下の表を入試結果として報告する。

平成 27 年度推薦入学試験結果

入学試験 募集
人員

志願
者数

受験
者数

合格者数

経済学科 経営学科 ビジネス 
情報学科

メディアビ
ジネス学科

スポーツ 
経営学科 合  計

特

別

ス ポ ー ツ 35 63 63 20 18 1 2 16 57 
特 定 資 格 15 9 9 0 5 3 1 9 
文化・社会 10 7 7 2 2 2 1 7 
海 外 経 験 2 0 0 0 0 0 0 0 

合　　計 62 79 79 22 25 6 4 16 73 

資格スカラシップ（1期） 若干名 7 7 0 6 0 0 1 7 

平成 27 年度 AO 入学試験結果
入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

AO 20 22 22 5 4.4 

人　

事
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９
月
１
日
付
〉

◆
教
育
職

【
准
教
授
】
渡
辺
泰
弘

る
。
旅
行
ブ
ロ
グ
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ト
リ
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は
、
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物
、
観
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名
所
、
旅

行
の
際
に
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し
た
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ェ
ブ

ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
な
ど
、
過

去
の
旅
行
者
が
体
験
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
観
光
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報
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て
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し
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エ
ン
ト
リ
に
着

目
し
、
ブ
ロ
グ
エ
ン
ト
リ
に
含

ま
れ
る
単
語
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
旅
行
ブ
ロ
グ
エ
ン
ト
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を

自
動
で
抽
出
す
る
手
法
を
提
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し
た
。
ま
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、
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野
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抽
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た
旅
行
ブ
ロ
グ
エ
ン
ト

リ
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利
用
す
る
こ
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で
、
観
光
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援
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ス
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旅
行
ブ
ロ
グ
エ
ン
ト
リ
な
ど

の
ソ
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シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
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か
ら

自
動
的
に
観
光
情
報
を
抽
出

し
、
観
光
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
低
コ
ス
ト

で
、
網
羅
性
の
高
い
観
光
情
報

を
ユ
ー
ザ
に
提
供
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
と
い
う
。
こ
う
し

た
研
究
が
、
社
会
の
発
展
に
寄

与
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

入学試験 募集人員 志願者数 受験者数
合格者数

合  計 競争率 ボーダー

一

般

公

募

経 済 学 科 55 132 131 93 1.4 138 点
経 営 学 科 50 128 127 90 1.4 138 点
ビジネス情報学科 10 52 52 38 1.4 134 点
メディアビジネス学科 10 27 27 22 1.2 133 点
ス ポ ー ツ 経 営 学 科 10 49 49 29 1.7 146 点

合　　計 135 388 386 272 1.4 

●
日
商
簿
記
検
定
【
２
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４
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４
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４
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▽
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●
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章
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２
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】
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済
学

平
成
26
年
度
前
期
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格
・

能
力
等
表
彰
者

学部長表彰者

科
３
年
）、
横
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拓
実
（
経
営

学
科
３
年
）、
今
本
千
晶
（
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３
年
）

　

平
成
26
年
６
月
23
日
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
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ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
大
学

連
携
協
定
締

結
式
お
よ
び

記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
、

早
稲
田
大
学

の
大
隈
記
念

講
堂
に
て
開

催
さ
れ
、
本

学
を
含
む

５
５
２
校
が

大
会
の
成
功

に
向
け
、
連

携
協
定
を
締
結
し
た
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当
日
は
、
組
織
委
員
会
会
長

で
あ
る
森
喜
朗
元
総
理
大
臣
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
、「
開
催
に

向
け
て
大
学
が
で
き
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、基
調
講
演
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

た
。
本
学
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
経

営
学
科 

内
海
和
雄
教
授
、
松

田
亮
助
教
が
出
席
。

　

今
後
は
「
学
生
ア
ス
リ
ー
ト

の
強
化
・
育
成
」、「
事
前
キ
ャ

ン
プ
地
に
活
用
す
る
施
設
の
提

供
」、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
に

関
す
る
講
義
の
開
講
」、「
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
」
な
ど

が
大
学
連
携
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。

大学連携協定締結式にてフォトセッションの様子

五
輪
大
学
連
携
協
定
締
結
式

学長表彰者


